
つ つ じ が け シ ー ア ク ラ ブ 壬≧員」

(名称 と事務所 )

第 1条 本会はつつ しが丘シニアクラブといい、事務所を会長宅におく。
(目 的)

第
11員F會

績倉曇基意室貫EE讐慮書層撃聾音}急百含管と縫農寒重認意事:百奮慧言驚菅事菅Fヽ

第3条 ①
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言事骨薯暑曇貞省子警F詈警裏阪呈λ喜慧L套貪FttT黒糞轟泳暑言婁競曇亘I摯

8婁
F倉

?架全激倉詩暴臭裏奮鳥Ъょぅに努め、会員相互の友好を壊す事があってはならな

第f葉
業
塾2李

2F農存デ肇裏ム「途繰資農翼芳基「 i熟 _ッ、奉仕活動等これらの事業を行うため、
必要に応じて専門部を置 く。

(役員 )

第 5条 ①本会には次の役員を置 く。
会   長     1名
副 会 長     1名
会   計     1名
書   記     1名

      班   長     若干名
監   事     2名
女性部代表
専 門 部 長

2名
若千名

その他必要に応 じて設ける。②
姦禽ほ曇賀慮墓高足息ぜで基轟Lζ駅讐懲量倉墨資1:辱ふ塁L會暴鎖震糧菖暑Lない。

(役員の選出)

第6条 ①前条に定める役員のうち、会長、副会長各 1名並びに監事2名 については、役員会に於いて
内定し、総会に於いてこれを決める。

②班長については、各班の互選により内定し、総会に於いてこれを決める。③
馨多常塁与

=装
頁|こしま暑奮想多影Lサ倉鍵書建I;曇負漆繕名L、 総会に於いてこれを決

める。
④補充役員の選出について。会量L碧含モ昔F馨警慧盟違這Iけヒ奮菅要ム菅:こ

準し、臨時総会を開催してこれを決める。
(役員の任期 )

第 7条 役員の任期は2年 (た だ し班長は 1年)と し、再任を妨げない。

(総会夕
だ し｀補充役員の任期は前任者の残 り期間とする。

8条

 曾言i:曇i:]:::言 itti3]』
言
『 よ

｀次の各項に関する事項を審議・ 決定する。

④役員の選出に関する事項。

(定例8二塁》ヒ磨奪£蕃昇上に必要な事項。
第9条 ①定偶総会は毎年 3月 に開催するものとし、会長がこれを招集する。

②
蟹菫禁會登≧倉彙rttFと

認めた場合または会員の3分の1以上の要求があった場合、

も
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9曇星を雲糞言壕喜等碁為盤倉3馨曇F裏質票?窮掌臭↓管「
選出する。

第fT彙
会
ぢ景
会は会務の運営、総会の付託事項で会長が必要と認めた事柄について協議し、処理を行

第f言彙gi言
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農圭言F製警恵畠腸者の過半数をもって
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書
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③会費は前年度末 日までに前納 し、途中入会は月割りとする。なお既納の会費ほ返却 しない。

第 f言愛
年

豪曇の事業年度は4月 1日 に始まり,翌年 3月 31日 で終わる。

第 f警翼
規

蛋≧金、見舞金は次により支給する。
1) 疾病 (入院 1ケ月以上)  5, 000円                  
2) 死亡 10、 000円
3) 慶事、災書等につ いては役員会で協議決定する。
なお、疾病 による見舞 い金 は班長の申請により、 2年間 (年度内 )

1人につき 1回限 り (5000円 )と する。

付 則
この会則は昭和 57年  4月  1

改正  昭和 59年 4月
昭和 61年  3月
昭和 62年 11月
昭和 63年  4月
平成  6年  3月
平成 10年  3月
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